
省

令

第
一
条
の
表
中

を

に
改
め
る
。

「

「

」

」

五
、
一
三
八
人

一
六
二
人

五
、
三
〇
〇
人

五
、
〇
七
九
人

一
六
六
人

五
、
二
四
五
人

区

分

期

間

定

員

本

省

平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間

五
、
一
三
四
人

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間

五
、
一
三
二
人

平成™›年›月�日 金曜日 (号外特第˜š号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
総
務
省
定
員
規
則
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

（
定
員
の
期
間
別
の
特
例
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
総
務
省
定
員
規
則
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る

機
関
の
定
員
は
、
同
表
の
期
間
の
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
定
員
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り

と
す
る
。

第
三
条
中
「
次
条
及
び
附
則
第
三
条
」
を
「
次
項
及
び

次
条
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

財
政
力
指
数
が
〇
・
五
六
以
下
の
過
疎
地
域
と
み
な

さ
れ
た
区
域
を
そ
の
一
部
と
す
る
市
町
村
で
あ
っ
て
、

普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
第
四
十
八
条
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
の
法
第

十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
、
当
該
額
に

一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
限
度
と
し
て
、
総
務
大
臣
が
定

め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

総
務
大
臣
は
、
合
算
額
が
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
中
「
第
二
条
」
を
「
第
二
条
第
一
項
」に
改
め
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

財
政
力
指
数
が
〇
・
五
六
以
下
の
市
町
村
が
、
前
項

の
規
定
に
よ
り
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
市

町
村
の
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
、

当
該
額
に
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
限
度
と
し
て
、
総
務

大
臣
が
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
総
務
大
臣
は
、
合
算
額
が
限
度
額
を
超
え

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
を
削
り
、
附
則
第
一
条

の
見
出
し
及
び
条
名
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
三
十
八
号

総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
及
び
総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）

を
実
施
す
る
た
め
、
総
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

総
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

総
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
総
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
情
報
シ
ス
テ
ム
室
」
を
「
個
人
番
号
企
画
室
、
情
報
シ
ス
テ
ム
室
」
に
改

め
、
同
条
中
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項

を
加
え
る
。

２

個
人
番
号
企
画
室
は
、
総
務
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
政
策
の
う
ち
、
個
人
番
号
（
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体

そ
の
他
の
行
政
事
務
を
処
理
す
る
者
が
、
効
率
的
な
情
報
の
管
理
及
び
利
用
並
び
に
他
の
行
政
事
務
を
処
理
す
る
者

と
の
間
に
お
け
る
迅
速
な
情
報
の
授
受
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
者
に
対
し
申
請
、

届
出
そ
の
他
の
手
続
を
行
う
国
民
が
、
手
続
の
簡
素
化
に
よ
る
負
担
の
軽
減
及
び
本
人
確
認
の
簡
易
な
手
段
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
を
い
う
。）に
関
す
る
政
策
の
企
画
及
び
立
案

に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

個
人
番
号
企
画
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
行
政
企
画
官
」
の
下
に
「
、
地
方
議
会
企
画
官
」
を
加
え
、
同
条
中

第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

地
方
議
会
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案

並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

第
三
十
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
企
画
官
」
の
下
に
「
、
国
際
共
同
研
究
企
画
官
」
を
加
え
、
同
条
中

第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

国
際
共
同
研
究
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
情
報
の
電
磁
的
流
通
の
規
律
及
び
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の

う
ち
技
術
に
関
す
る
国
際
共
同
研
究
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
を
行
う
。

第
三
百
十
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
、
応
急
対
策
室
及
び
防
災
情
報
室
」
を
「
、
広
域
応
援
室
、
防
災

情
報
室
及
び
応
急
対
策
室
」
に
改
め
、「
、
広
域
応
援
対
策
官
」
を
削
り
、
同
条
第
六
項
及
び
第
七
項
中「
応
急
対
策
室
」

を
「
広
域
応
援
室
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
二
項
を
削
り
、
第
十
三
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
十
一
項
を
第
十
三
項
と

し
、
第
十
項
を
第
十
二
項
と
し
、
第
九
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

10

応
急
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十

三
年
法
律
第
七
十
三
号
）、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）、
東
南
海
・
南

海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
）
及
び
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第

二
十
七
号
）
に
基
づ
く
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す
る
国
と
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
公
共
団
体
相
互
間
の
連

絡
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
災
害
対
策
基
本
法
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
災
害
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
伝
達

に
関
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
消
防
庁
の
行
う
災
害
応
急
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

11

応
急
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
三
十
七
号

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
省
定
員

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

総
務
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

総
務
省
定
員
規
則
（
平
成
十
三
年
総
務
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
三
十
九
号

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律

第
十
五
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
過
疎

地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
定

め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
四
年
四
月
六
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
二

項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
総
務
省
令
第
四
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

財
政
力
指
数
が
〇
・
五
六
以
下
の
過
疎
地
域
の
市
町

村
及
び
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て

は
、
当
該
市
町
村
の
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算

定
し
た
額
に
、
当
該
額
に
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
限
度

と
し
て
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
は
、
各
市
町
村

が
当
該
年
度
に
お
い
て
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
地
方
債
を
も
っ
て
そ
の
財
源
と
し
よ
う
と
す
る
額

を
合
算
し
て
得
た
額
（
以
下
「
合
算
額
」
と
い
う
。）が

当
該
年
度
の
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
第
一
項
及
び
第

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
各
市
町
村
の

額
を
合
算
し
て
得
た
額
（
以
下
「
限
度
額
」
と
い
う
。）

を
超
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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